
3T MRI 診断システム一式の更新 仕様書     

 

 

A. 調達物品の内訳    

3T MRI 診断システム              一式 

 1 3.0T 磁気共鳴断層撮影装置システム  一式 

 2 付属周辺機器              一式 

  2-1 造影剤注入器             一式 

  2-2 3 次元画像処理ワークステーション     一式 

  2-3 MRI 室用 生体情報モニタ         一式 

  2-4 MRI 関連付属品             一式 

 3 ネットワークシステム          一式 

 

B. 基本的要件    

1. 神奈川県立こども医療センター（以下「当センター」）において、業務に滞りなく使用可能なこと。 

   

2. 本件調達物品に係わる性能、機能及び技術等（以下「性能等」）の要求要件（以下「技術的要件」）

は、次項 C に示す。  

  

3. 設置、調整、現有機の撤去   

３-１ 当センター本館地下 1 階 放射線科に設置すること。設置にあたり 建物免震部重量計算を行うこ

と、 必要に応じて補強工事を実施すること。  

３-２ 現有機（付属品を含む）の撤去、搬出及び導入装置の設置、関連機器の搬入、備え付けに必要

な電気工事やその他付帯工事について落札業者の負担において責任をもって行うこと。  

３-３ 搬出、設置に際し必要な養生を行うこと。又建物及び物品に損害を生じた場合は、落札業者が

当センターへ報告し、自己の責任と負担のもとに原状回復を行うこと。 

３-４ 電源は、院内の電源状態において設置対応すること。また、現状設備の規格以外の場合は、周

辺機器も含め対処すること。これらに掛かる費用は落札業者が負担すること。  

３-５ 導入に伴うすべての工程において患者の安全及びプライバシーに十分に注意し作業を行うこと。

また、診療業務に支障がなく、病院側の負担が発生しないこと。 

３-６ 廃材などについては、関係法令に反することなく適正に廃棄処分若しくはリユース・リサイク

ルし、必要に応じてマニュフェスト、引取証明書等を提出(原本、写しを問わず)すること。な

お、廃棄物に含まれる記憶媒体は情報の読み出しを行えないよう適切に処理し撤去すること。 

３-７ 導入装置と既存の他診療機器は、電気的、電波、磁気的等により干渉を起こすことがなく安全

に動作すること。  

３-８ 導入装置に伴う必要な付帯工事、室内工事、改修工事、移設工事については既存設備（検査室、

操作室、機械室等の天井、壁、ガラス、床、空調設備、給排水、配管、配線ネットワーク配線

等）を事前に十分調査を行い、当センター担当者と協議した上で施工すること。また、これら



に掛かる費用は落札業者が負担すること。  

３-９ 静磁場・傾斜磁場・RF システム・磁場シールド・チラー配管・ダクト・設備用フィルタ、操作

室、検査室、前室等の改修およびそれに伴う新たな設備、備品を設置すること。なお、操作室

は現状の面積を確保すること。  

３-１０ 受入れ試験を行い、報告書を電子データ及び紙媒体で当センターの必要とする部数提出する

こと。  

３-１１ 本調達物品が有効に稼動するために必要な調整について、落札業者の負担により責任をもっ

て行うこと。  

３-１２ 検査室の壁や天井等に小児施設に最適な装飾を施す事。  

３-１３ 設置時の施工図面及び作業経過を示す写真、性能評価を証明する書類を提出すること。性能

評価を証明する書類は新規に導入する装置だけではなく既存 MRI 装置が隣接する場合、既存

MRI 装置の画質影響がないことを証明する資料も提出すること。本対応に費用が発生する場合

は事前に入札金額に含め応札対応を行うこと。 

 

4. 工程管理   

４-１ 現有機（付属品を含む）の撤去、搬出、廃棄及び導入装置の設置、関連機器の搬入、備え付け

に際しては、診療業務の妨げにならないように当センターの担当者と調整をすること。工事作

業日程、時間帯、方法等を決め工事工程表を作成し、経営企画課、放射線技術科に提出の上、

滞りなく行うこと。  

４-２ 装置又は付属品に必要な LAN の数や使用電源などを事前に報告、調整すること。また、工事

や設備備品に係るすべてについて落札業者が当センターの担当者、関係各社との調整役となり

日程調整、備品調整を行うこと。  

４-３ 工事工程表は契約締結後一週間以内に当センター経営企画課、放射線技術科に提出し、工事着

工一か月前までに工程を確認する会合を経営企画課、放射線技術科と行うこと。また計画策定

にあたっては、当センター関係者と事前に十分協議の上決定すること。 

 

 

5. 医療機器安全使用に関する研修・研修記録及び実施報告   

５-１ 関連法規及び当センターのマニュアルに則り、医療機器安全使用のための導入時研修を実施し、

その記録を紙媒体及び電子データで経営企画課及び放射線技術科に提出すること。その実施に

関する日程調整や回数については、当センター担当職員と協議し決定すること。  

５-２ 当センターが必要と認めたときは随時追加の取扱い説明、研修を行うこと。  

５-３ 導入装置の日本語による取扱説明書、技術解説書を有すること。それぞれ電子データ及び紙媒

体で当センターの必要とする部数提供すること。また当センターが必要だと認めた内容につい

ては追加で作成し、提供すること。  

 

6. 保守点検体制   

６-１ 導入装置が正常に動作するように、検収後から 1 年間は無償にて保証、定期点検・調整及び故



障修理等を随時行うこと。  

６-２ 項目 6-1 の期間内において、導入装置及び付属周辺機器、ソフトウェア等のアップグレードが

発生した場合は実施すること。  

６-３ 導入装置に必要な消耗品及び故障等の部品について、供給が確保されていること。 

６-４ 故障、保守に関する不具合が発生した場合、夜間及び休日を含め年間を通じて直ちに連絡が取

れ、2 時間以内に迅速な対応をすること。  

６-５ リモートメンテナンスでの遠隔保守管理、故障診断を行うことが可能であり、必要な設備を整

備し落札者が費用を負担し設置すること。また、当センター医療情報管理室と協議のもと、セ

キュリティ対策等を講じること。  

６-６  最善の状態を保つための定期的な点検と迅速な修理ができ、専属の医療点検技術者が保守点検

を行うこと。  

６-７ 装置導入後約 3 年目、および約 6 年目に、メインコンソール、サブコンソールにおける、ホス

トコンピュータシステム、およびリコンストラクター、ソフトウェアバージョンアップを行う

こと。また、保守契約の内容及び契約費用等について、参考見積書及び保守内容説明書を電子

データ及び紙媒体で当センターが必要とする部数提出すること。  

６-８ 入札機器の保守管理は付属周辺機器も含め本調達落札者が一括して行うこと。また、定期点検

内容の一覧を作成し提出すること。  

６-９ 導入装置の運用に必要となる日本語版各種簡易対応マニュアル等を作成し備えること。また、

マニュアルを紙媒体及び電子データで提供すること。  

６-１０ 当センターに対して研究支援体制を提供し、定期的なクリニカルサイエンティスト（シーケ

ンスプログラムの作成技術を持つ）の派遣を行うこと  

６-１１ 落札業者が指定する研修施設で 5 名程度の研修を行うこと。 

 

C. 技術的要件    

１. 3.0T 磁気共鳴断層撮影装置システム   

１-１マグネット/ガントリ―システムは以下の要件を満たすこと。   

１-１-１ マグネット形式は、超電導方式で静磁場強度が 3T であること。  

１-１-２ スキャン中の外部磁場変動に対して、本体にリアルタイムに対応し外部磁場変動を抑制す

る機構を有すること。もしくは、変動磁場キャンセラーコイルシステムを設置すること。 

１-１-３ 患者毎に自動で作動する磁場均一度向上機能（シミング機能）を有すること。 

１-１-４ ガントリ（マグネット、傾斜磁場コイル、RF コイル、カバーを含む）の長さは、190cm

以下であること。  

１-１-５ 医療安全の観点から漏洩磁場の 5 ガウスラインは現有機の 2.7m×4.7m 以下であることが

必須。 

１-１-６ 液体ヘリウム消費量は 0.00（ℓ/hour）であること。  

１-１-７ 静磁場安定度は標準値で 0.1ppm/時間以下であること。  

１-１-８ 検査環境整備のため、ガントリ―内を照らす照明とガントリ―内への送風機能を有するこ

と。検査室内および操作室内から 5 段階以上の照度変更が可能であること。  



１-１-９ エマージェンシーコール機能を有すること。  

１-１-１０ 被検者の生体波形（心電波形、脈波波形、呼吸波形）、患者名、接続されたコイルの種

類等の表示機能を有したガントリ―システム前面のタッチパネル式液晶モニタを左右両側

に有すること。  

１-１-１１ ヘリウム充填時のマグネット重量は 6.3t 以下であること  

１-１-１２ ガントリ―前面両側のタッチパネルを触れることにより指定された位置が自動的に撮像

領域の中心に移動する機能を有すること。  

１-１-１３ 患者用オーディオシステムを備えること。操作室内と検査室内で双方向の会話が可能で

あること。  

１-１-１４ 静磁場の均一度は、VRMS 測定法における 40cm 球状領域で 0.4ppm 以下であること

  

１-２傾斜磁場システムは以下の要件を同時使用で満たすこと。   

１-２-１ 最大傾斜磁場強度は、X/Y/Z3 軸各々で 45mT/m 以上であること。  

１-２-２ 最大傾斜磁場強度使用時の最大スリューレイトは、3 軸各々で 200T/m/s 以上であること。 

１-２-３ 最大傾斜磁場強度への立ち上がり時間は 0.225msec 以下であること。  

 

１-３患者テーブルは以下の要件を満たすこと。   

１-３-１ 患者テーブルの最大耐荷重は、200kg 以上であること。  

１-３-２ 患者テーブルの最大移動範囲は、205cm 以上であること。  

１-３-３ 患者テーブルの高さは、床上 55cm 以下まで下げられること。  

 

１-４RF システムおよび各種 RF コイルは以下の要件を満たすこと。  

１-４-１ RF 送信アンプ及び RF 受信部（ＡＤコンバーター）がガントリ―本体内に内蔵設置されて

おり、ガントリ―本体から機械室内コンピュータキャビネットとの送受信の信号伝送方式

は光伝送を採用しているデジタル方式であること。 

１-４-２ 最大 RF 出力は 37.5kW 以上であること。  

１-４-３ RF の受信コイルチャンネル数は 200 チャンネル以上であること。RF システムの受信チャ

ンネル数に具体的な定義がなく、各受信コイルで受信チャンネル数が管理されるシステム

を採用している場合には、販売可能な全ての受信コイルを装備すること。  

１-４-４ 全身検査用のボディコイルを有すること。  

１-４-５ 最適なコイルチャンネルの選択・配置をシステムが自動的に行える機能を有すること。 

１-４-６ 呼吸同期センサーを患者に付けず、脊椎コイル内に埋め込まれたセンサーにより呼吸同期

が行えること。センサーは Head First でも Feet First でも使用可能であること。  

１-４-７ 頭頸部用の 20 チャンネル以上で構成されたフェーズドアレイコイルを有すること。本コ

イルはシムコイルを内蔵しており、チルト機能を有すること。  

１-４-８ 1-4-7 のコイルとは別に、頭部専用の単体かつ 32 チャンネル以上で構成されたフェーズド

アレイコイルを有すること。                                               

１-４-９ 1-4-7、8 のコイルとは別に、頭頚部専用の単体かつ 64 チャンネル以上で構成されたフェ



ーズドアレイコイルを有すること。本コイルにはシムコイルが内蔵されていること。 

１-４-１０ 頭頸部を除いた領域で、32 チャンネル以上の脊椎検査用フェーズドアレイコイルを有す

ること。  

１-４-１１ 脊椎検査用コイルは、頭部、体幹部、乳房、四肢関節検査時において着脱の必要が無い

コイルであること。  

１-４-１２ 脊椎検査用コイルと組み合わせて使用可能な 18 チャンネル以上の体幹部検査用フェー

ズドアレイコイルをケーブルの長さを変えて 2 式有すること。また、ECG 電極を使用せず

に心拍を認識できる心拍用センサーが内蔵されていること。  

１-４-１３ 1５チャンネル以上でパラレル撮像が可能な巻き付け型のサイズの二つ以上の異なるサ

イズのフェーズドアレイコイルを有すること。  

１-４-１４ 1５チャンネル以上の膝関節専用送受信フェーズドアレイコイルを有すること。  

１-４-１５ コイルを収納する棚､もしくはカートを有すること。  

１-４-１６ コイルは同時に 6 つ以上接続可能であること。  

１-４-１７ 16 チャネル以上の乳幼児頭部用フェーズドアレイコイルを有すること。尚、本コイルは

フレキシブルタイプではないこと。  

１-４-１８ 1-4-16 のコイルに挿入して連結できる乳幼児用の移動台（クレイドル）を有すること。 

 

１-５操作コンソールおよび制御処理システムは以下の要件を満たすこと。  

１-５-１ オペレーションシステム（OS）は、Windows 方式であること。  

１-５-２ モニタ、キーボードおよびマウスを有すること。  

１-５-３ メインコンピュータの主記憶容量が 64GB 以上であること。  

１-５-４ イメージプロセッサの主記憶容量が 64GB 以上であること。  

１-５-５ 画像計算速度（1 画像/256×256 マトリクス）は、1 秒間に 40,000 枚以上であること。 

１-５-６ メインコンピュータのハードディスク容量が 480GB 以上であること。  

１-５-７ 装置コンソール上とサブコンソール上双方で異なる二つの画像のフュージョン画像を作成

する機能を有すること。  

１-５-８ MIP・マウス連動リアルタイム MIP・最小値投影法（minIP）・マルチスライスカーブド

MPR・3D VRT 処理が撮像と並行して双方のコンソール上でできること。不可能の場合は、

同処理が可能な別置き型ワークステーションを有すること。  

１-５-９ メインコンピュータの操作機能としてオートボイス機能を有すること。  

１-５-１０ 画像データはネットワークを介して DICOM Ver.3.0 以上の規格で転送可能であること。

  

１-６撮像及び画像処理ソフトウェアは以下の要件を満たすこと。  

１-６-１ 最大 FOV は X 軸 500mm、Y 軸 500mm、Z 軸 500ｍｍ以上であること。  

１-６-２ 心電同期、脈波同期、呼吸同期を用いた撮像が可能であること。  

１-６-３ 2D/3D TOF 法、2D/3D PC 法を有し、MR アンギオグラフィー検査が可能であること。 

１-６-４ SENSE 法および SMASH 法をベースとしたパラレル撮像法を有し、コイルに依存せず、全

身で使用可能であること。  



１-６-５ シングルショット EPI 法を用いた拡散強調撮像（ディフュージョン）の撮像が可能である

こと。  

１-６-６ 拡散強調撮像において、k-space の Readout 方向を 5 つ以上のセグメントに分割し、それ

ぞれのセグメントに対して EPI 法によるデータ充填を行うことで、歪みの影響を抑制した

拡散強調画像の撮像が可能であること。本手法に、多段面同時励起技術が併用可能である

こと。  

１-６-７ 血流および脳脊髄液において，流速測定撮像とカラー解析が本体コンソールで可能あるこ

と。  

１-６-８ 多軸ディフュージョン撮像において、最大 256 軸以上の設定にて撮像可能であること。 

１-６-９ 多軸ディフュージョン撮像によって得られたデータから、Bo,ADC,FA,TRACE W,RD,AD 

の各 map 作成ならびにトラクトグラフィー解析が可能であること。  

１-６-１０ 3D シーケンスを用いた非造影の頭部パーフュージョンイメージングが可能であること。

また、PCASL 法での撮像とマルチ TI を設定可能であること。 

１-６-１１ 脳パーフュージョンの解析（CBV,CBF）または（relCBV,relCBF）に対応しており，任

意に後処理による作成ができる機能を有すること。  

１-６-１２ 位相画像を利用し、磁化率の影響を強調することで微少出血や静脈性血管腫、動脈の酸

素欠乏状態などの描出できる磁化率強調画像を有すること。  

１-６-１３ 脊椎撮像において、椎体の自動ナンバリングが行え、椎間板に合わせた角度の位置決め

を自動で行う機能を有すること。また、位置決め用画像として自動で作成された Curved 

MPR を使用できる機能を有すること。  

１-６-１４ テーブルステッピング技術による、全脊椎検査および下肢血管検査が可能であり、複数

ポジションの画像を繋ぎあわせることが可能であること。この機能は、操作コンソールと

サブコンソール双方で使用可能であること。  

１-６-１５ 全脊椎検査や下肢血管検査の際に位置決め用撮像において、患者テーブルを連続的に移

動させながら 3D 撮像を行う機能を有すること。  

１-６-１６ 3D 高速スピンエコー法にて、心電図同期を併用し、拡張期と収縮期の画像を差分する

ことにより、下肢非造影 MRA が可能であること。  

１-６-１７ 3D ステディーステート型のグラディエントエコー法にて、ノンセレクティブ IR パルス

を併用した体幹部非造影 MRA が可能であること。  

１-６-１８ 非造影下肢血管自動撮像支援機能を有し、撮像領域に対する Saturation Pulse と撮像ス

ライス直下の血液信号に対する Saturation pulse を併用し、血流の in flow を 1 スライス/1

心拍でステディーステートシーケンスを用いて描出する非造影 MRA が 10 分程度で撮像可

能であること。  

１-６-１９ view Sharing 技術を併用した 3D 撮像により、時間分解能の高い造影 MRA 撮像が可能で

あること。  

１-６-２０ 4 種類以上の脂肪抑制法が全身領域において使用可能であり、B1 或いは B0 の不均一に

対して効果的な SPAIR 法及び DIXON 法が使用可能であること。DIXON 法については、

高速 SE 法ならびに GRE 法のどちらにおいても全身でコイルの制限なく使用可能であるこ



と。  

１-６-２１ 3D 高速 T1 グラジエントエコー法においてエコーシェアリング型 k-space 充填方法を併

用し、高い時間分解能の 3D ダイナミック撮像が可能であること。  

１-６-２２ 3D 高速 T1 グラジエントエコー法においてラジアルサンプリング法を用いて体動・呼吸

によるアーチファクトを軽減した撮像が可能であること。  

１-６-２３ k 空間を放射状に充填することで、患者の動き（回転、並進など）による画像劣化を抑

制する体動補正が可能であり、T1、T2、プロトン密度、FLAIR および DWI の各コントラ

ストが得られること。本機能はパラレルイメージングとの併用が可能であること。  

１-６-２４ 高速スピンエコー撮像において、VAT 法および SEMAC 法を有し、金属アーチファクト

の影響を抑制する技術を有すること。  

１-６-２５ 撮像時の傾斜磁場の振動を抑え,データをポイントワイズおよびラジアルサンプリングで

収集かつ ultra-short TE を用いて金属アーチファクトの影響を抑制した非造影 MRA をコ

イルや部位の制限なく撮像可能であること。  

１-６-２６ 多断面同時励起技術を用いたシングルショット EPI が撮像可能であること。 

１-６-２７ 多断面同時励起技術を用いた高速 2D スピンエコーが撮像可能であること。 

１-６-２８ 3D-T1 グラジエントエコー法において、圧縮センシング法と Golden-Angle 収集を融合

させて，自由呼吸化での高時間分解の肝臓ダイナミック撮像機能を有し、撮像後後処理に

て別時相を描出する機能を有すること。  

１-６-２９ 圧縮センシング技術を用いた Time of Flight および高速 3D スピンエコー法が撮像コイ

ルの制限なく、全身で撮像可能であること。  

１-６-３０ 頭部においてグラフィックユーザーインターフェースによるプロトンスペクトロスコピ

ー機能(シングルボクセル・マルチボクセル)を有し、解析が双方のコンソールで可能であ

ること。  

１-６-３１ 頭部において PRESS 法および STEAM 法に対応し、解析が双方のコンソールで可能で

あること。  

１-６-３２ 頭部において 2D/3D ケミカルシフトイメージング(CSI) 機能を有し、解析が双方のコン

ソールで可能であること。  

１-６-３３ "高次電流シムユニットによる高精度な磁場均一補正ができる機能を有すること。もし

くは静磁場安定のためキャンセラ―システムおよび 6 面のシールドを施工すること。" 

１-６-３４ 肝臓検査において息止めシングルボクセルスペクトロスコピーおよびマルチポイントの

DIXON シーケンスの両方で鉄分と脂肪分の定性、定量評価が可能で自動解析レポートが

表示されること。または、マルチポイントの DIXON シーケンスでの鉄・脂肪沈着の定量

評価および MR エラストグラフィーが撮像および解析可能であること。  

１-６-３５ シングルショット EPI 法を用いてリアルタイムに表示可能なファンクショナル MRI 検査

を行う機能を有し、本体コンソールにて脳機能解析が可能であること。  

１-６-３６ ファンクショナル MRI において、多段面同時励起技術を併用した EPI 撮像が可能であ

ること。  

１-６-３７ MRI Fingerprinting の撮像及び解析が可能であること。  



１-６-３８ 選択的に関心領域だけを励起した DWI が撮像可能であること。  

１-６-３９ ディープラーニングリコンストラクション技術を用いて、元データからノイズ低減およ

び高分解能化した画像を出力する機能を有すること。  

１-６-４０ ディープニューラルネットワークを用いて、パラレルイメージングを高倍速で用いたと

きの画質を向上させることで、高速撮像を可能にする機能を有すること。  

 

１-７セカンドコンソールは独立して以下の要件を満たすこと。 

１-７-１ CPU は Intel 社製 Intel Pentium 4core 以上の性能、機能を有していること。 

１-７-２ メモリ容量は 8GB 以上を有していること。  

１-７-３ OS は Microsoft 社製 Windows10 相当以上及びリナックス相当以上の性能、機能を有して

いること。  

１-７-４ 物理容量が 128GB 以上を有する SSD 装置を備えていること。  

１-７-５ 画像データはネットワークを介して DICOM Ver.3.0 以上の規格で転送可能であること。

  

2. 付属周辺機器   

２-１造影剤注入器（SONIC SHOT7：根元杏林堂）   

２-１-１ 非磁性体の超音波モーターを採用していること。  

２-１-２ 操作室コンソールに製剤名表示ができること。  

２-１-３ 生理食塩水の後押しには、プランジャー付きディスポシリンジを使用できること。 

２-１-４ 最大圧力は 1380Kpa（200PSI）以上であること。  

２-１-５ 注入速度は 0.1ml/sec～10ml/sec の範囲で、0.1 ステップで設定可能であること。 

２-１-６ シリンジセッティングを安全に行える、オートプレッサー機能を有すること。 

２-１-７ シリンジ製剤ごとに専用のワンタッチシリンジアダプターを有すること。  

２-１-８ 造影剤フリーフロー防止パーツを有すること。  

２-１-９ 既存 MRI インジェクターのバージョンアップを行うこと。  

２-１-１０ 既存の MRI 造影剤注入器と同様の消耗品を使用することが可能なこと。  

２-１-１１ RIS から患者情報を取得し、注入結果を PACS へ送信する機能を有すること。 

２-１-１２ RIS から、体重情報を取得し、体重の自動設定機能を有すること。  

２-１-１３ PACS 等に情報を返す際にシステムの改変が 必要になった場合、各社協議のもとシステ

ムの再構築を行い、それらにかかる費用は落札業者が負担すること。  

 

２-２次元画像処理ワークステーション（ziostation REVORAS：AMIN）  

２-２-１ 現在運用中の 3 次元画像処理システムの仕様、画像ネットワークの連携仕様を満たすシス

テムとすること。参照 別紙１  

２-２-２ 日本語表示であり、DICOM3.0 規格に対応していること。  

２-２-３ ネットワーク接続は 1000Mbps、100Mbps の通信速度に対応可能なこと。  

２-２-４ 保存サーバ、演算処理サーバ、クライアント PC セットの構成であること。  

２-２-５ 保存サーバは HPE 社製 ML350G10 相当、演算処理サーバは HPE 社製 DL380G10 相当で



あること。  

２-２-６ 専用端末を 3 式用意すること、また相乗りクライアント端末 9 台へインストールを行うこ

と。  

２-２-７ クライアントは専用ソフトインストールもしくはリモートアップ接続の 2 種類で選択でき

ること。  

２-２-８ クライアントのモニタは EIZO 社製 MX243W 24.1 インチ相当以上で、PC は DELL 社製

optiplex 相当で OS は Windows10Pro または Windows11 相当以上であること。  

２-２-９ 既設の保存サーバデータの病院指定範囲分を新サーバへ移行すること。  

２-２-１０ 既設ザイオステーション 2 のプリセットを移行し、使用可能であること。  

２-２-１１ 保存サーバの DICOM 接続は既存の接続環境を踏襲し、CT、MRI、PACS 等と接続する

こと。また、設置場所は当センター担当者と協議した上で設置すること。  

２-２-１２ システムの同時アクセスは 4 ライセンスであること。  

２-２-１３ 標準機能として下記を搭載すること。  

２-２-１４ STL、OBJ 出力が可能であること。  

２-２-１５ 頭部 MRA 画像に対し、前方循環・後方循環を自動分離し、VR や MIP にて表示可能で

あること。  

２-２-１６ 8 シリーズの CT、MRI 等の画像を 3D フュージョン可能なこと。  

２-２-１７ CT 画像から肺動静脈、脳動静脈を自動分離が可能なこと。  

２-２-１８ Gradient MIP 機能を搭載すること。  

２-２-１９ 単純 CT 画像から大動脈の自動抽出を行い、CPR、短軸画像での自動計測が可能である

こと。  

２-２-２０ CT 画像による冠動脈解析、バイパス術後解析、心機能解析、石灰化スコアリングを搭

載すること。  

２-２-２１ MRI 画像による冠動脈解析、心機能解析、心筋パーフュージョン解析、心筋遅延造影解

析、フロー解析を搭載すること。  

２-２-２２ MRI 画像による心筋 T1 マッピングを搭載し、ECV マップの作成が可能であること。

  

２-２-２３ MRI 画像による computed DWI を搭載すること。  

２-２-２４ MRI 画像による Tx マッピングを搭載すること。  

２-２-２５ MRI 画像による血流解析を搭載すること。  

２-２-２６ MRI 画像によるトラクトグラフィーを搭載すること。  

２-２-２７ タブレット型オフライン 3D ビューワを搭載し、2DAxial と 3D の同時参照、回転、カッ

トなどの操作が可能であること。  

２-２-２８ オフライン 3D ビューワ専用タブレット PC を 1 式用意すること。  

２-２-２９ ネットワークについては、既存の接続はすべて踏襲し、ネットワークに接続するために

必要なネットワーク機器の設定を行うこと。接続に関しては、関係各社と協議し双方確認

の上、支障なく接続を行うこと。(別紙 2 ネットワーク図参照) 以上に示した項目に係り発

生する費用は、落札業者が負担すること。  



２-２-３０ 緊急時対応のための UPS を備えること。  

 

２-３MRI 室用 生体情報モニタ（MR400/Portal5000：PHILIPS）  

２-３-１ 本体ディスプレイは、対角 15 インチワイド型以上、解像度 1366×768 ピクセル以上のカ

ラー液晶であること。  

２-３-２ バッテリによる連続使用は仕様上、8 時間以上可能であること。  

２-３-３ 検査前後のベッド移動時を考慮し、ワイヤレス ECG モジュールならびにワイヤレス SpO2

モジュールは送信部として本体表示部と別離可能であること。また、リモートディスプレ

イを使用しワイヤレスで双方から操作等を行える拡張性を有すること。  

２-３-４ ワイヤレス ECG モジュールならびにワイヤレス SpO2 モジュールのバッテリは取り出し

可能であり、バッテリチャージャーにより同時に４つのバッテリを充電できること。 

２-３-５ 本体表示部はタッチパネルでの簡便な操作が可能であること。  

２-３-６ 本体表示部には本体ならびに各ワイヤレスモジュールのバッテリの残量が目視で確認でき

るよう双方のインジケータが装備されていること。  

２-３-７ ワイヤレス ECG モジュールならびにワイヤレス SpO2 モジュールは、MRI 本体に内蔵さ

れたゲーティングユニットへも信号を提供可能な機能を有すること。また、MRI 各社に対

応したゲーティング出力を有していること。  

２-３-８ 2 チャンネル ECG、プレスチモグラフ、EtCO2 などの波形情報のうち 4 波形の表示が可能

であること。  

２-３-９ 本体表示部及び生体情報パラメータ入力部は、5000 ガウスラインで使用可能であること。

  

２-３-１０ 各測定項目（ECG、SpO2 値、NIBP、呼吸数、EtCO2）のカラー数値表示が可能であ

ること。  

２-３-１１ どの画面からでもワンタッチで標準画面に戻る事ができること。  

２-３-１２ 患者の種別を成人・小児・新生児の中から選択でき、アラーム設定値など即座に変更が

可能であること。  

２-３-１３ 各測定に使用する消耗品について、既存 Expression で使用している SpO2 クリップ／

SpO2 センサーケーブル、ECG 電極を使用可能であること。  

２-３-１４ 心電図は、I、II、III、AVR、AVL、AVF の各誘導が選択できること。  

２-３-１５ 様々な種類の MRI シーケンスにおいて、心電図に対して MRI 環境下でのノイズ障害対

策のため、最適な ECG 性能を実現するために、5 種類以上の ECG フィルタを装備してい

ること。  

２-３-１６ 心電図の電極は 4 電極であり、四肢誘導ができること。  

２-３-１７ 心電図の電極の種類は、新生児用、一般用、心血管用の 3 種類以上有していること。ま

た新生児と一般用は一体型であること。  

２-３-１８ フーリエ変換によるアーチファクト除去テクノロジー（FAST）に基づいた、患者の体

動による影響を受けにくい信号処理アルゴリズムを使用していること。  

２-３-１９ SpO2 プローブは、新生児から成人まで対応するために、少なくとも 4 種の取り付けバ



ンドがあり、2 種以上のクリップ式センサーを使用可能なこと。  

２-３-２０ 心電図は除細動パルスおよび電気メス等の電位から保護されていること。  

２-３-２１ 心拍数は 30~240bpm の範囲で測定可能であること。  

２-３-２２ SpO2 は酸素飽和度の変化に応じて同期音の音程が変化する機能を有していること。 

２-３-２３ SpO2 は脈波波形からの脈拍数測定は 30～250ｂｐｍ範囲以上で測定が可能なこと。 

２-３-２４ SpO2 プローブは新生児から成人まで対応するために少なくとも 4 種の取り付けバンド

があり、2 種以上のクリップ式センサーを使用可能であること。  

２-３-２５ 新生児、小児、成人の各々に対応した血圧の測定が可能であること。  

２-３-２６ 測定間隔は 1, 2, 2.5, 3, 5, 10, 15, 20, 30,45 分, 1,2, 4 時間の設定が可能であること。 

２-３-２７ 二酸化炭素濃度の測定範囲は、0 ~ 76 mmHg 以上であること。  

２-３-２８ 二酸化炭素濃度の呼吸回数計測範囲は 4 ~ 60rpm 以上で可能であること。  

２-３-２９ 二酸化炭素濃度のガスサンプリング量は、50ml±10mL 毎分以下であること。  

２-３-３０ アラームの音量は 10 段階以上設定ができること。また、安全のために音量を 0 に 設

定できないようになっていること。  

２-３-３１ アラーム発生時、画面上に色別にアラームメッセージが表示されること。  

２-３-３２ アラームが発生ししている測定値の数値が点滅すること。  

２-３-３３ 内蔵ガウスセンサーを搭載しており、カートが MR マグネットに近すぎる場合には、カ

ートを遠ざけるよう警告するため、警告メッセージが表示される機能を有すること。 

２-３-３４ リモートディスプレイは、対角 18 インチ以上、解像度 1440 × 900 ピクセル以上のカラ

ー液晶ディスプレイであること。  

２-３-３５ リモートディスプレイは、タッチスクリーンで操作する機能を有すること。 

２-３-３６ リモートディスプレイは患者タイプ（成人、小児、新生児）に合わせてアラーム設定値

を決定できる機能を有すること。  

２-３-３７ ホストおよび測定モジュールについて、電源ソースおよびバッテリ残量少の通知が表示

される機能を有すること。  

２-３-３８ 画面上に仮想キーパッドを配備し、直感的な操作が可能であること。  

２-３-３９ 標準画面に戻るアイコンキーを、常に画面上に配置する機能を有すること。 

２-３-４０ アラーム音 OFF キー及び中断キーを、常に画面上に配置する機能を有すること。 

２-３-４１ リモートロケーションにて収集されたバイタルサインを、固有の色およびラベルが付い

たグラフィックフレームで画面表示することが可能であること。 

２-３-４２ 患者情報バーから、患者名と ID を入力し、それらを画面へ表示させることができるこ

と。  

２-３-４３ 4 パラメータ以上のトレンドグラフを表示できること。  

２-３-４４ 12 時間以上のトレンドグラフを表示する機能を有すること。  

２-３-４５ トレンドグラフを 20 分、2、4、8、12 時間の時間幅で表示する機能を有すること。 

２-３-４６ トレンドグラフ上で、タッチした時刻のパラメータ数値を表示する機能を有すること。 

２-３-４７ 数値表によるトレンドデータを表示する機能を有すること。  

２-３-４８ 記録器は、選択した 2 つ以上の波形を記録する機能を有すること。  



２-３-４９ 記録器は 50mm のサーマルレコーダを使用可能であること。  

２-３-５０ 記録器は 2ch 以上の印字出力が可能であること。  

２-３-５１ 記録器は 25mm/秒もしくは 50mm/秒の印字スピードの選択が可能であること。 

２-３-５２ ホストとの通信機能を有すること。  

２-３-５３ 新規 MRI 室で使用する用途においてのホストとの通信において、MRI 室側は無線、操

作室川は有線で通信することにより、他システムの電波干渉を受けにくい構成であること。 

２-３-５４ NIBP に関して、ホストおよびリモートディスプレイから測定を開始可能であること。 

２-３-５５ シリアルデータ出力する機能を有すること。  

２-３-５６ 病院内の既存麻酔管理システムへのデータ出力に関し、データ送信の形式を変更するこ

となく既存同様の連携ができること。  

２-３-５７ 操作室内に設置するモニタ、PC は従来通り壁にマウントすること。  

  

２-４MRI 関連備品   

２-４-１ 患者の状態を確認できズーム機能を有する監視カメラと、これを表示するカラーモニタを

設置すること。  

２-４-２ 監視カメラはガントリ―システムの頭尾各方向等から患者を死角がないように観察できる

こと。  

２-４-３ ＭＲＩ検査中の騒音対策および環境整備の為の、検査室と前室、操作室を個別に音源・音

量調節できる音響装置を設置すること。また患者用 MRI 対応ヘッドホンを有すること 

２-４-４ ５本足の３Ｔ対応の点滴スタンド、自動血圧計、ステート、ハサミ、ペアン、ピンセット

等の非磁性体医療器具類を必要数備えること。  

２-４-５ ３Ｔ対応のストレッチャー、車椅子、MRI 対応患者移動補助具（スライダー等）を備える

こと。  

２-４-６ 磁性体探知機を 1 台、金属探知機 1 台有すること。  

２-４-７ 踏み台、机、椅子、棚等を当院と相談のうえ必要数有すること。  

２-４-８ 薬品・患者固定具・コイル収納用整理棚、MRI 対応ワゴン・カートを当院担当者と相談の

うえ必要数備えること。  

２-４-９ 小児から成人まで適応可能な患者固定具（ベルト、クッション、スポンジ等）必要数備え

ること。  

２-４-１０ 撮像に有用な誘電パットを各種必要数備えること。  

２-４-１１ 性能評価等に使用するファントムを有すること。  

２-４-１２ 性能評価用ノート PC を用意すること。  

２-４-１３ 法に基づき、非磁性体消火器を備えること。  

２-４-１４ 検査室に立ち入るスタッフの持ち込み禁止物等を一時的に収納、保管するロッカーを備

えること。  

２-４-１５ 患者データ管理用パソコン、タブレット端末、周辺機器（プリンタ等）、ソフト等を備え

ること。  

２-４-１６ 照明は調光式 LED 照明とし、患者へ処置をするのに適した検査室内天井に無影灯を設



置操作すること。  

２-４-１７ 検査室内天井に非磁性体の点滴レールおよび点滴フックを指定する位置に設置する 

２-４-１８ 各室内を常時、装置運用に最適温度、湿度とする最大発熱量に見合う新規空調設備を設

置すること。  

２-４-１９ 検査室には前室を設け、更衣スペースも確保し、必要に応じてパーティション等の仕切

りを備えること。又前室には酸素、吸引の中央配管を造設すること。これらは当院担当者

と協議して前室で鎮静処置が滞りなくできるよう配慮すること。前室に鍵付きロッカー、

更衣かご等、着替えに必要な備品を備えること。また個数や大きさは当院担当者と協議の

上決定すること。  

２-４-２０ 幼児用真空固定器（VMR438X01）一式を備えること。  

２-４-２１ MRI 操作モニタ、キーボード、サブコンソールモニタ、キーボード、HIS、RISPC,生体

モニタ制御 PC などコンソール周辺のものはマウントし作業スペースを確保すること。 

２-４-２２ MRI 対応コンパクト監視カメラ（MRC Systems 社製）又は同等のものを一式用意する

こと。  

２-４-２３ MRI プロジェクタシステム（TESLA VISION）又は同等のものを一式用意すること。 

２-４-２４ 現有の MRI 用パルスオキシメーター 7500FO の制御 PC が老朽化しているため、本体、

操作 PC 含め新しく用意しセットアップすること。また、小児用プローブを５式用意する

こと。  

２-４-２５ 廊下監視モニタおよび検査室内監視モニタは新設すること。  

 

3. ネットワークシステム   

３-１ 導入装置及び関連機器のネットワークについては、既存の接続はすべて踏襲し、ネットワークに

接続するために必要なネットワーク機器の設定を行うこと。接続に関しては、関係各社と協議し

双方確認の上、支障なく接続を行うこと。別紙 2 ネットワーク図参照  

３-２ DICOM 機能は DICOM Storage、StC (Storage Commitment)、Print、Query / Retrieve、MWM 

(Modality Worklist Management)、MPPS (Modality Performed Procedure Step)等、最新・最上

位バージョンの DICOM 規格に準拠し対応すること。  

３-３ 当センターが指定する既存の病院情報システム（以下「HIS」）、放射線情報システム（以下 

「RIS」）と連携し、DICOM MWM、DICOM MPPS により患者基本情報や検査情報等、当セン

ターが指定する情報の送受信・登録等が自動的に行われること。また、再取得も可能であること。 

３-４ 当センターが、既存の HIS、RIS、PACS、検像端末等のマスタ変更やシステム改変を必要と認め

た場合は、その入力、テスト等必要な作業をすべて行い、掛かる費用を負担すること。  

３-５ 機器構成図、ネットワーク図、ネットワークアドレス表、DICOM 設定情報等についての資料を

書面と電子データで提出すること。  

３-６ 当センター医療情報管理室と協議し、本入札に係る導入 PC にセキュリティ対策を行うこと。

  

３-７ 現状接続されているネットワークハードディスクドライブ、接続制御 PC、デイゼロ変換ソフト

を今後も使用できるよう整備すること。システムの老朽化等で運用できない場合は代替となる装



置、ソフトウェアを整備すること。  

３-８ メインコンソールおよびセカンドコンソールを、既存のネットワーク（別紙 2 ネットワーク図参

照）に接続し、本体および読影室にて LC Model 用パソコンにデータ転送可能とすること。なお

既存の 1.5T MRI でも同様の接続ができるよう整備すること。  

３-９ MR スペクトロスコピー（MRS）測定データ及び解析結果等を保存可能なネットワークハードデ

ィスクドライブを接続すること。なお既存の 1.5T MRI でも同様の接続ができるよう整備するこ

と。  

３-１０ 生後 0 日の患者の DICOM タグ情報を変換できるようなシステムを構築すること。変換システ

ムは自動的に DICOM タグ情報を変換し、検像端末に画像転送を行うような操作者に負担がない

システムとすること。なお既存の 1.5T MRI でも同様の操作ができるよう整備すること。  

３-１１ 一週間分の MRI 予約簿を印刷できるように RIS 業者に依頼すること。  

 

E. その他の要件    

1 入札機器の中で「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」に基づ

く製造承認が必要な医療機器やソフトウェアに関しては、入札時点でその承認を得ている物品で

あること。  

2 設置にあたり必要な医療法等、その他関係法規に関する測定を行い手続きに係る支援を遅滞なく

行うこと。  

3 関連法規に則した注意事項の掲示、管理標識等、関連法規に係る必要事項の設置を行うこと。 

4 仕様書の表現を独自の判断で解釈することなく、必ず当センターに確認すること。疑義が生じた

ときには、当センターの指示を受けること。  

5 本件調達物品はすべてにおいて、最新機種とすること。  

6 仕様書に明記されていない事項でも、技術上、機能上又は保守管理上必要なものが発生した場合

は、事前に当センターと協議した後に滞りなく具備すること。  

7 機器や設備の転倒転落防止などの耐震対策を行うこと。  

8 現有機の下取りが可能な場合は行うこと。と。  

9 以上に示した項目に係り発生する費用は、落札業者が負担すること。  

10 入札機器の性能等が技術的要件を満たしているか否かの判定は、当センター機種等選定会議で承

認された入札機器にかかわる仕様書の内容をもとに審査するものである。  


